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飼い方シリース、、（第8回）紹今（第9回）の扮動

さるの飼い方

さるは不ljLIなうえに：l!)Jf午が活発でー支きょうがあ

るので、ペッ 卜としてH・んでかjわれます。ill)J物尚

の店先にポケッ トモンキーとなづけて半られてい

るのは京市アジアからl愉人されているかにくいさ

るが多く 、そのほか、たいわんざるやにほんざる

も時々みかけます
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かにくいざる

ざるは尼が長く毛が少ないので凍傷を起乙しやす

いので注誌が必要ですc

つぎに飢ですが、植物質のものはほとんど何で

も食べます 特lζ、果実は好みますので 1n 1伺

ぐらい季節のものを与えるとよろ しし、。また、他

に動物性蛋向質をとります。乙れは野性のとき昆

;.llや、小，｜：；の巣で卵を失敬しているからです。で

すから動物質のチーズや牛乳また、 だしじ ゃ乙、

ゆで~Iiを与えるのもよく 、特lζ冬は ζ う した動物

-tl'i肉質を多く とらせ、栄誌をつ けてやって下さ

党の状態を＇t;!;IC注；注していて、釦Iを加減して

やるのが飼育のこつです。おわりにζ うしたさる

6才ともなると、牙がのび、

表紙の写真

狂暴性をお

び、J:.人以外の人lζは牙をむいて攻撃的な態度を

ぶします同慌をぬけだして、 子供lζかみついたと

いうニュースがl時々新聞で報道されています。さ

るは利llでいたずらをしますので、出入口の錠は

いつもしっかりとかけて、 事故の起乙らないよう

に討：ぶしましょう。 （持4: 則〉

うに？ ではありません “はりねずみ”です

外敵におそわれると写以のようにまるくなっ

て身をまもります。

(,f.: ・fi:850g ;l: ~（に育っています。

し、

も5、

ねだんも 1万円仰と f.l:J'iです，

乙乙ではこうしたさるの飼t、方を紹介しまし ょ

う 。 1 才くらいの小さいさるは体力が：i~iいので、

円本にやってきて最初の冬はよほど保山に注志し

なければなりません内

風邪から肺炎になり死ぬ乙とが多t、からですc

小さいうちは ft','j.t~.な木慌でもよいのですが少し大

きくなる と、 やはり丈夫な金網龍か鉄艦を準備し

なければなりません織は問円 lm ~jj さ 90cm奥

行80cm ぐらいのAきさにし、 その一部にリンゴ

箱大の寝室を設けます

寝室にはわらや、半平を入れてI品かくしてやり

ます。床は金網弧りにすると糞やjポが下に落ちて

治婦に便利です fj_は風通しのよい場所に筒き、

JR射日光をさげ、冬はできるかぎり日光浴をさせ

るのがよろしい‘

小さい問は’庄がるので政聞にはわらの他に湯た

んぼを入れてあたたかくしてやりますとかにくい
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記録しています3 表はその成長ぷりを示していま

すが、毎年100～200kg程度λきくなっています。

インドぞうは生れたときは約lOOkgで成長すると

約4トンにもなります 春 jこは 3才で入国して今

年で17年目、20才になったと乙ろです ぞうはお

もしろい乙とに人間と同じ成長を示します。すな

わち性成熟年令カq3才で25才になるまで成長し、

が命は69年となっています。ですからまだ成長す

るでしょう のっそりして大きく強いはずのぞう

も、かなり神経質で伐問飼育係以外のJt百ーにはヂ

ぐ日をさまし、立ち上って宮城します 野生のと

きの本能なのでしょうかョ

インドぞうの111でもffてかたによって、変な鮮

がついてお符に鼻水をかけたり、気が荒くてM行

係を寄せつけなかったりし

ま雪が、春子も肖介 j己も、

のびのびとffてられたので

ほんとうにillll和ですい主：を

し乙むために、いじめてい

ないせいでしょうか。

ぞうは、とのように大き

くなると本さにも強く州以

にはなりにくいのですが、

昨年 l月4日には百合下が

水のないプールに転務して右後肢のひざ関節を強

打し、 l~I節炎を起乙してしまいました。 ひざは大

「ぞうさん、ぞうさん、お鼻が長いのね」とか

わいい戸をはりあげながら、ぞうの動きを一心に

目で追っている幼児の姿が、いつもぞう舎の前で

みられます。 ぞうは幼児から大人まで~も人気の

ある'.fi!J4均です。昨年間国50周年記念、の行がの 1っ

として動物の人気投店をしましたと ζ ろ、きりん

についで第 2i立に入っていました。どうして乙ん

な人気があるのでしょうか。気｛ま優しくて力持ち

を代表している動物だからでしょうかつ体が陸上

の動物のうちで一番大きく ）J強いのに、 あの目は

なんと柔和な笑みを含んだまなざしなのでしょう

ぞうは動物闘にはなくてはならない動物ですa

日本には現在56の動物同

があり、51到のぞうが飼わ

れています。その大多数が

インドぞうで、 乙れはタ

イ、イ ンドシナ、イ ンド、

セイ ロンl乙分布していてヴJ

役などに使ってill宋がられ

ています。乙れに対してア

フリカぞうがいます。イン

ドぞうと巡って狂暴である

と誤解されて、今まで日本の動物閑では飼われま

せんでした。しかしlil近金沢や神戸の動物闘に 1

頭づっ人出し先べんをつけました。欧米の動物園

では早くからアフリ カぞうを飼育していますから

日本の到物回も一歩前進したという乙とでしょう

さて、判悶のインドぞうはやや大きくて、キパ

がでているのが、昭和25年 4月に入園した “春

甲つぞ

きくはれあがり、体重をかける ζ とがほとんどで

きなくなりました 3 ぞうのように体重の大きな動

物で！立、こうした足の病気でも致命傷になるので

私たちは大いに心配し、全力をあげて治療にかか

りましたコ抗生物質、 サルファ斉IJや鎮liil刑の注

射、 j毘(ljなど 1カ月間ほとんどっきっきりのす？病

が続きました その間百合子は食欲の減退やj出動

不J.Lから急激にやせていきました 2月lζ入って

やっと治療の効果が

あがり、少しずつ；j主

きだしたときは思わ

ずうれし涙が乙！まれ

てしまいましたコ

（寸＇. _t＇~ と火； 防本動）
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イ7 行｛~ f 左春寸二

子”、やや小さくできゃしゃな感じのするのが同

年 6Ji tζ入国した “百代子”です。3才と 2才で

いずれもタイ固からさましたコ乙の 2lifiを迎えた

当H与のλ｜坂のよい｝・たちゃ大人たちの人気は大し

たもので、ぞうをみようと陸揚げされた大阪港か

ら動物l却までの沿道は伺霊もの人績ができた、と

当時の新聞が伝えています。

動物図では、毎年5月 511の“子どもの口”に

はとれら 2liJiの成長ぶりを大きな計量険で計って
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...おおこうもり

i中初や大京ぬにいるおおζ うもりで、

果物をたべています（0838.5.入閑）

1月 動 物園日記

1 動物たちに新年のぞう煮をお祝いしました。今年の

えとにあたる馬君とチ yパY ジ一、ぞうなどが動物

を代表してぞう煮をお祝いしました。

4 ヨーロッパおおかみがfuJが気に入らなかったのか、

1•1•附 どおしけんかを始めました。

かもしか闘のとからうまが、ニルガイのおすのflJで

っかれ 20cm程の裂傷をflいましたので総合してや

りましfこ。
5 お正月に人気を集めていたロバさん 2JlJiはドリ ーム

動扮園クラフ
きびしい11;; さが続く今日 乙の頃、 熱~g：・1佐れの動物たちは、

少 しばかりの太陽を求めて、 あるいは、暖房室の片すみで、

ジッと身をひそめて、春の来るのを 1日千秋の想いで待って

います。そこで今月は、 日頃皆さんのお目にかかりにくい動

物たちを集めてみました。

‘ギ ャ ラ ゴ ー ii 
下＇！［.なさるの仲間で、アフリカ6
やぷにすみプッシュベビー円いう

愛称がある、夜行性のL Jす。

あおしたとかげ 砂
ニューギニアにすんでいます。

あおい舌をペロリと出すので乙の

名があります。 (II付37.8.入国）

ラY ドi乙弘百されましfこ。

(II日37.6.入図）

8 昨年春にふ化したヨーロッパこうのとりが脚を桁め

て治療を絞けていましたが、だんだんよくなってき

ましTこ。
10 さるアパートのくるざるのめすが、r＋障のボ Yネット

ざると大げんかして右前肢の；波析を食いち吉られる

という大けがをしました。さ っそ く治療してやりま

したので、元気になりま した。

12 荷闘のめん羊併で、めん羊の赤ちゃんが生まれまし

たが2、3円続いた雨で親たちにふみつけられて死

んでしまいました。

13 阿寒中学校から先生がみえて「釧路のたんちょうJ
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Vドイツてん

毛茂をとるために盛んに~.~育されていま
す。動物園でもどんどん~~M します。

の＇f::.！.出をスライドとフィルムを使ってお話下さいま

しfこ。

17 しろくまの駆虫を行ないました。

2喬Uのめん羊の赤ちゃんが'1：：.まれました。元気に

ffっています。

18 ヨーロ ツパおおかみが交配しました。I順調にいくと

3月中旬に赤ちゃんが日本で始めて生まれます。

19 昨年8月に生まれたピューマの l二2liJ［を親と離して

日I］の般に入れました。

22 とからうまのめすが燦産のため死亡しました。

23 たんちょうのめすが急に食欲、元気がなくなり総合

ピタミ y、食欲噌進fillなどm円与えています。

Aわたぼう しきぬざる

頭のてっぺんに、l’lい長い毛があります。

手のひらに乗る小さなさるで、ペットとし

て飼われています。 (IITT40.10入園）

Vみずおおとかげ

ニューギニアから材木を迎んできた

紛のヰ昨日さんから、寄附をうけたも

のです。 (Uf140.10入間）

24 チンパ Y ジーのために大阪 rli~ヒ区宮間町の北ちよさ
んから遊戯道具な どたくさんの贈物が附けられまし

た。

25 1何闘のにほんしかのおすが他の1中間にいじめられて

弱ってきましたので、 I時収谷舎に入れて治療をす

ることにしましfこ。

26 おおありくいのめすが、右後肢にけがをしたので治

療をしました。

31 昨年10月生まれのさりんの赤ちゃんのあごの下が急

に脈れだしましたので、3主的iのJニ治療を続けており

ます。
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大。ツトを訪ねマ

「犬のおばさん」

l次IJJ市千!ll山229

逢坂博子さん

iは近いろいろの動物をぺッ卜として飼育される

ソJが問えてきました 3

珍らしい動物をならしたり、身近lζ飼育する乙

とは楽しい乙とですが、それなりにたゆまぬ愛情

と努）Jをそそぐ乙とが必史ーです内

こ乙で相介する逢坂博子さんは、おちいさいと

きから、ねつからの動物好きで犬はもちろん、小

J~ 、 インコ類など数多くの動物を手がけられた飼

行のベテランですc今では「犬のおばさんJとI呼

ばれ、 110数iiJiの拾て犬を育てて、 それぞれの犬

を里親にお IW：請しておられます。 「里親探しが大

変でしょう」 とおht＇ねしたら、「長年やっている

ので今では良い犬がいたら世話してほしい。 とい

う希望者のq1込みがあるので、それ程苦労はしま

せん」といって笑っておられました。

i釜i反さんの変情些かな手で育てられた犬は、ノに

本米の天性を充分に発石Iiして新しい飼育者iζ対し

でも忠誠なので好評なのでしょう。

逢坂さんは、犬をのびのびと育てるだけでな

く 、そのJ.~さを引出す乙との千三 人 かもしれませ

/vc 

お住まいはi均約な千里山の住宅街で、隣の森が

千里守－ですe 乙の」？に捨てられた犬が垣般を越え

てやって来る ζ ともあって、あまりのふびんさか

ら食物を与えたのが動機で、かれ乙れも う20年に

なるそうです。 「ノえを飼うからには、ーもっと責任

のある削LリjをしてほしL、。特に計JI町的繁殖をJ

というのが逢販さんの信条です。

ノょをi止助に辿れて行かれるときは、必ず小さな

スコップをTにして排似なども埋めるという心使

いからも、その行き！11.Iいた世話ぶりが伺えます。

r 11J1物がkきくなったから引取ってほしい」と

いう相談を動物問でよく受げますが、乙のような

方はぺッ トを飼う資絡に欠けた人です。ペットと

して高価な珍符を飼育するととも楽しい乙とには

相.i@ありませんが、生あるものを飼う以上は、そ

の動物の面倒を終生みてやるという ζ とがより必

要だと常円凶感じている私lζは、逢坂さんの言葉

lζは深く感銘しました。 ブミの飼育上の注ぷをお~＇

ねしたら、 「やはり ジステンノfーとヒラリヤ漉が

故も恐ろしい、乙れさえ注立をすればまず大丈

夫」とのζ とでした。削はやはり長込んだオ ジヤ

がよいそうですa 「世話した犬の中には、どうし

ても里視の宅から逃げ帰ってしかたがないのもい

ましてね」といいながらアルノイムにいっぱいはつ

である犬の写真を聞きながら、名前を次次lζあげ

て盟、い出を話される逢坂さんの犬の話題lζは、っ

きると乙ろがありません。

対談lI lふと私は 「へラぶなに始ってへラぷなに

終る」という釣師の言葉を思い出しました。進j反

さんの心境は的かな池lζ糸を垂れている翁の心と

何か通じる ものがあるのではないかと思いまし

た。

これからも、逢ll五さんのj品かい手！とよって多く

の不ゃな大が救われ、逢坂さんのようによを』lし

く飼うこ とがもっと普及してもらいたいと思いま

す

またペッ トとして動物を飼う）j々が、それらの

動物を小心に楽しい風景が、あちらとちらにみら

れる乙とをタ・みつつおいとましました n

（船岡必爾）
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春をま つ 動物 たち

「カ夕、カ夕、カタ・ －」これは一休何の音と思い

ますか？

赤ちゃんが

押すオモチ

ャの「カタ

カタjのt;・

ではありま

せん。

乙れは水

きん放養合

のカロリナ

ポプラの木

の上でヨー

ロッ I ~ こ う

のとりが盛

んに鳴いて

いるのです。いや11¥J巡いました。正しく云えばI鳴いてい

るのではなく 、1fをII＼しているのです。というのはヨー

ロ ッパ乙うのとりは也’通の，qのように声帯を使ってI！［~く

のではなく 、そのかわりに民くて崎：いくちぱしの上と下

を合わせて、乙のようなおもしろい背をだすのです。

惑い寒い冬の口でも春が近づくと本能的l乙気づくので

しょうか、少し暖かいnなどUとまってζのようなかん高

い音をだして動物闘中に

響かせるのです。乙のよ

うな音を響かせ始めると

間もなくポプラの木に＊

造りを始めます。

乙の寒気をふっ切るよ

うな鋭く響く音をllHさつ

けて、南関11：・まれのくじ

ゃくさんも（11Jか始めたよ

うです。

！司を始めたのか少しのぞいてみましょう。きらびやか

な夜会服のようなど向伎の羽の手入れを始めるのです。

お客さんがたくさんやってくる桜の頃までこれから暖か

いHには決まって手入れをするのです。このように手入

れを欠かしませんから、いつまでも鳥仲間の “女王政”

でいられるのかも知れません3

オヤ／くじゃくさんがあんなにせっせと予入れをして

いるのに、乙ちらはまあなんとおiJ儀の惑い.（／ マレー

動物園二ユース

ぐまがおてんとう織に向けてお腹をほつぽつだし、大き

な口をだらしなくl別け、J.Eを伸ばして昼寝をきめ乙んで

います。 fオイ、コラjと声をかけてもしばらくたって

から、めんどうくさそうにうっすらと目をあけて、 「ヒ

トがうたた校を楽しんでいるのになにをうるさい」とで

もいいたげにして、また自をつぶってしまいます。きっ

と4まれ故郷のマレ一半［.＿，~の “ココアやしの木”！と笠

り、大好物の“ココアやしの夫”でも食べている必’でも

みているのでしょ う。械のひぐまは、 「万$：1iJJ物の “家

元”はこちらですJといわんばかりにいったりきたり、

きたりいったり忙がしifに

歩きまわっています。

i自のJ]<!Z::映ったフラミン

ゴのエレガントな影がゆら

ゆら侃れています。池の水

もぬるみはじめたようで

す。金魚もゆらゆら泳ぎだ

しました。

乙れは吹く J~.lはまだ少し

冷たいが、円ざしがやわら

かい 2凡のある円。 E下り

の!fYJ物たちの表的でした。

ほんとうに容は動物闘に一

足早くやってきたようで

す。動物悶がにぎやかなこ

どもたちの笑い声でいっぱ

いになるのももうすぐです。 ( iJ l城降三）
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